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新規ホームページの開設



(1)相談対応

事業内容 進捗状況・予定

医療者による電話相談 1月から事業開始予定

千葉県が行なっている電話相談事業との
協力及び棲み分けについて協議中

費用対効果も考えて、ネットでの問い合
わせや回答・Q&Aでの対応を進める

ピアサポートの窓口開設 1月から、NPO法人千葉アレルギーネット
ワークに委託し、週1回、２時間程度を予
定



(2)研修会実施

事業内容 進捗状況・予定

医師向けの研修 従来より千葉大学内で年4回実施してきたアレルギー
クリニカルカンファレンスセミナーを広く周知し、学外
からの聴講も可能な形で年度内に開催予定

医師会と協力して、医師向けの研修会を年度内に予
定

母子保健 スキンケア・離乳食指導の研修・勉強会

学校・児童福祉施設への助言、研修会の開催

県を通して各施設へどのような研修のニーズがある
か質問状を送付、その回答を踏まえた上で1月からの
研修会の規模・内容を調整する

研修・勉強会の開催状況を一元的にまとめ、開催が
少ない地域や内容の偏りを明らかとし県内全体での
開催計画をたてる

市民公開講座 今年度は千葉県医師会と共催で年度内に開催



(3) 情報提供

事業内容 進捗状況・予定

HPでの最新の治療など専門的な知見に基
づいた情報の提供

11月末にHP開設、さらに順次、アナフィラ
キシー対応を含めて、各種情報をアップ
ロード

各医療機関へアレルギー専門医及びPAE
の有無、情報開示の可否を確認中であり、
12月中に県内専門医療機関のマップとリン
ク作成

新生児・乳幼児スキンケアの実態調査・介
入と結果公開

拠点病院産科・県内助産師会・PAEと協同
で年度内から調査開始





(4) 診断等支援

事業内容 進捗状況・予定

食物アレルギー診療の病診連携 従来行ってきた食物アレルギー診療NWのた
めの研究会を医師会との連携のもと進め、開
業医、地域基幹病院での負荷試験プロトコー
ルの標準化を図る

食物アレルギー患者に対する、負荷試験に
基づく栄養指導、あるいは免疫療法の棲み
分けと推進を図る

成人の食物アレルギー・診断困難症例への
対応

拠点病院・県内専門医医療機関での対応の
促進

ダニ・スギの舌下免疫療法の推進 医師向けの講演・ハンズオンセミナーの開催



千葉県アレルギー疾患医療拠点病院の特徴

① アレルギーセンター専属PAEによる業務の効率化・円滑化の促進

② 県内専門医・PAEの参加による啓蒙・普及活動の促進

③ 医師会・医会との連携による診療ネットワークの構築・食物アレル
ギー負荷試験標準化・食事指導・免疫療法の推進

④ NPO・患者会との連携によるピアサポート

⑤ 県の相談窓口との連携による拠点病院としての機能強化

⑥ エビデンスの確立とそれに基づく予防の周知・実施
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